
One For All, All For One!

○ 第２回勉強会を実施しました！（事務所長講話）

若手勉強会始動＆第２回勉強会を実施！Vol.1
担当：仲野（４年目）

：田村（３年目）

＞７月１０日に第２回勉強会を開催し、阿部事務所長からご講話いただきました。
＞阿部事務所長の若手時代の経験談や仕事に対する向き合い方についてお話をいただきました。
過去に国土交通本省などで豊富な勤務経験のある阿部事務所長ならではのエピソードがたくさん
あり、 仕事のモチベーションUPにつながる、とても有意義な時間となりました。

○ 若手勉強会とは？

＞国土交通省東北地方整備局では、「事務系業務の各分野における
スキルアップ」と「若手職員間の横のつながりを深めること」を目的と
して「若手事務系職員育成プログラム」を行っています。

＞今年度の事務系若手メンバーは、入省２年目４名、３年目１名、４
年目１名の計６名で、宮城Ａ班として活動を行います。

＞５月２６日に宮城Ａ班で初回顔合わせを行い、自己紹介と今後の
進め方について話し合いました。

顔合わせ（5月26日）

所内勉強会（6月～11月）

成果発表会（12月）

報告書提出・反省会（12月）

「One For All, All For One!」は、国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所に所属している２
～４年目の事務系若手職員が作成しています。
▶ ホームページhttps://www.thr.mlit.go.jp/sendai/oyakudachi/student/index.html

一般的には「一人はみんなのために、みんなは一人のために」で認知されていますが、本当の意味は、
「一人はみんなのために、みんなは一つの目的（目標）のために」です。
仕事は１人だけで行うものではなく、複数人（みんな）で協力し合って行うものであるため、皆で力を合わせ
て頑張ろうという気持ちを込めて、このタイトルにしています。

～ 「One For All, All For One」の意味とは ～

・講話の中で、仕事上の悩みや疑問がある際は自分
の考えを持った上で深く考えすぎず、気軽に上司に相
談することも必要とおっしゃっており、自分自身考えす
ぎてしまうことがあるので、もっと気軽に上司に相談を
しようと思った。

・「物事や人の考え方には多面性があり『自分たち＝
正しい』ではなく、どうすれば地域の方々のためになる
のかということを考えながら仕事をすると良い」という
話があり、用地課職員として、いかに事業内容につい
て理解していただき、双方が納得のいく形で土地をお
譲りいただけるか考えながら業務に取り組もうと思う。

【感想】

講話中の
阿部事務所長です！


